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1930年代の女学生  
一枚父高等女学校の場合一  
村上 淳子   
































































































































明治43   45  大正3  5  7 （卑き   
第1図 大宮町立裁縫女学校における卒業者数の  
推移  
（『秩父高等学校沿革史』より作成）  




あったl酎。   
裁縫女学校第1回卒業生の一人は，開校当時の  
様子を次のように回想している。  
高等科を卒業した人は家にいておもにお裁縫，ご   
く少数の人がお茶やお花を習う為めにそれぞれ先生   
のお宅へ通っていました。そうした人が奴縫学校間   
校ときいて集まりましたので生徒の年令にも幅があ   
























国策発展ノ上ヨリ見ルモ，将夕又地方改良上ヨリ   
考フルモ，女子教育ノ普及上進ヲ計ルハ目下ノ急務   
ナリ。此ノ種学校ハ本県内こ数枚アリト錐モ，当町   
ノ如キハ県ノ西端二位置シ他校トノ距離甚ダ逮ク，   
為メニ就学上常二遺憾ノ点不軌 殊二当町ノ状勢ヲ   
見ルニ，年一一年卜人口増加シ（中略）随テ向学ノ思想   
モ亦頓こ発達ノ実況ナリ。（中略）今其概況ヲ見ルこ，   
近時熊谷町其ノ他ノ高等女学校二学ベルノ女子年々   
増加ノ傾向ヲ示セリ。然リト雛モ女子ハ其性自ラ男   
子卜興ナル所アリテ，遠ク家庭ヲ離レテ他郷二道学   
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第1表 秩父町立実科高等女学校における学科と教授時数（大正8年）  
第 1 学  年  第  2  学  年  
学 科  課  程   毎週教授時数   課  程   毎週教授時数   
修身  2  教育こ関スル勅語，戊申詔書．   2  
作法  道徳ノ要領，作法  
国語   6  同上   6  
数 学  算術   2   同上   2   
家 事  衣食住ノ事項   3   育児，養老，看護，鮭済，簿記   3   
裁 縫  裁方，縫方，緒方   15   同上   15   
実 業  商工業二間スル大意及実習   3   同上   3   
体操  3  同上   3  











（前略）大宮小学枚（当時の秩父駅前にあった規秩   
父山小の北の1・，，′一遇にあった校舎）に通いました。授業   
は和裁が主で，ミシンも少々踏みエプロン等も縫い，   
日本刺繍，はこせこ，造花等の手芸も習いました。   
先生は森，岡田の両先生，国語は農林学校からおい   
でになり，他は高等科の先生でした。服装は和服に   
白線入りのえび茶の袴を着用，下駄をはき胸を張っ   











－－一  人学者  
大正9 11 1：i 15 昭利】二i 5   











≠ 92 柵   
としての位置を占めていたことを証左するもので  






























。   
昭和3年11月の県議会では，高等女学校設置に  
ついて知事が次のように説明している。  
（前略）各地方二県立高等女学校ヲ設置シテ文化ノ   
′ト中心タラシメ，兼ネテ教養アル母ヲ作り農村二明   
ルサト潤ヒヲ持タセタイ。カカル趣向ニヨリ来年度   
二於テ，飯能，秩父，児玉，粗壁，越ヶ谷ノ五ヶ所   
二高等女学校ノ建築ヲrシ，昭和五年度ヨリ右五ヶ   
所ノ実科女学校ノ昇格移転ヲ行フ計画デアル（桂一下  
第2表 高等女学校建設費の寄付者・寄付金  
寄  付  者   寄付金（円）   
秩父セメント株式会社   10，000   
秩父鉄道株式会社   3，000   
株式会社秩父銀行   3，000   
東京電燈株式会社   3，000   
合名会社失梅南店   2，500   
株式会社西武銀行   2，000   
株式会社八十五銀行秩父支店   2，000   
相原合名会社   1，000   
秩父自動車株式会社   500   
秩父絹織物共同販売株式会社   500   

























































































－一  入学志願者  
…‥ 入学者  
昭和6 81012141618 20 22 24  





）   
注）卒業者数は『秩父高等学校沿革史』による。ただ  
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第3衷 埼玉県立秩父高等女学校入学者父兄の職業  
年  
昭和5   6   7   8   9   12   13   16  
職業  
農  
22   17   17   14   19   18  
業   54  28．5   17．3   24．0   2ノl．6   19．2   13．9   16．4   
水  
0   0   （一）   0   0   0   0   U  
庶  菜  0．0   0．0   （こ）．0   0．（二）   0．0   0．0   0．（）   0．0   
鉱  業   
0   0   0   0   0   0  
0．0   （〕．0   り．0   0．0   0．0   1．0   （，）．9   0．0   
12   18   15   15   17   23   22  
工  某  9．2   23．4   15．3   21．l   19．3   17．2   21．3   20．0   
商  業   
25   20   29   14   14   29   2l   35  
19．1   26．0   29．6   19．7   24．6   29．3   l．9．4   31．8   
交  業   
2   り   0   0   2  
通  1．5   1．3   （。I．（）   0．（）   （．）．〔）   5．1   0．（）   l．8   
12   14   15   15   2ノl   33  
公 務・‖ ‖」業   ：i2  15．（う   ‖∴う   21．1   22．a   15．2   2．2   30．0   
其  
3   は   8   20   0  
他  2∴i   3．9   18．4   11．3   8．8   11．l   18．5   0．0   
家 事・使 用 人   n   0   0   0   0  
0．（）   し）．0   （）．り   0．0   0．し）   〔）．（〕   0．0   0．0   
職   
3   5   2   0   2   4   0  
無  12．3   1．3   5．l   2．8   0．0   2．0   3．7   0．0   
13l   77   9ポ   57   99   1（鳩   110  
総  数  1Ⅲ）．（）  1り0．り  10（）．し）  10（）．t）  10（）．（）  1（）（）．（）  
⊥＿‖．＿．▼．、   
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第4表 埼玉県立秩父高等女学校生徒の出身地  
出身地   
卒業年   昭和7年 昭和8年  昭和9年  昭和10年  昭和11年  昭和12年  合 計   
樋  口   村   0  1   2   0   0  4   
野  上  柑   2  2   4   2   0   4  14   
閲  神  村   3  5   0   0   2   1  11   
白  鳥  村   1  1   3   0   1  7   
皆  野   町   0  2   2   3   2   2  11   
原  谷  村   6（1）   2   3   4   5   1  21（1）   
澤  村   1  0   0   0   0   1  2   
槻  川   村   0  1   0   0   0   0  1   
大 河 原 村   0  0   0   0   0   0  0   
大  ヰ門  村   1  0   0   0   0   0  1   
南  篠  柑   0  0   0   1  3   
尾 田 蒔 村   0  3   0   4   0   3  10   
秩  父   町   21（1）   21（3）   18（2）   19   42   29  150（6）   
横  瀬  町   2（1）   3   6   3   5   3  22（1）   
芦 ヶ 久 保 村   0  0   0   0   O  1 
影  森  村   0  2   3   2   6  14   
久  那  柑   0  0   0   0   0   1  1   
浦  L山  村   1  0   0   0   0   0  1   
中  川   村   4（3）   1   4   3   2  15（3）   
白  川   村   0  1   2   0   3   1  7   
大  滝  柑   3（1）   1   0   2   4   1  11（1）   
金  棒  村   1  0   0   0   0   0  1   
失  納  村   0  0   0   0   0  1   
日 野 滞 村   0  1   ウ ▲J   0   0  4   
大  田   村   0  0   0  3   
田   町   0  2   0   2   1  6   
上 告 田 村   0  0   0   0   0  1   
倉  尾  村   0  0   0   0   0   0  0   
小 鹿 野 町   1  1   0   0  ∠i   
長  若  村   0  0   0   0  2   
両  神  村   0  0   0   2   1  4   
三 田 川 村   2  0   0   2   0  5   
県 内 の 他 郡   0  1（1）   0   1  4＝＝   
束  京  市   0  0   5（1）   6   2   0  13（1）   
他 の 府 県   1  1（1）   2（1）   0  6（2）   
不  明   0  0   0   0   3   0  3  
合      計  50（7）  52（5）   
55（4）   59   
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修祓式に当って冊武甲の峰の如く，どつしりと   
した土台を固め，すこやかな女惟を社会へ送り出し   
て，良妻腎1辻となるのを眼目としてゐる秩父商女の  
第4図 秩父町立実科高等女学校および埼玉県立秩父高等女学校における退学者数の  
推移  
（『全国高等女学校実科高等女学校二関スル諸調査』より作成）   
柱）ただし，大正11年（1922）は資料欠。  









であった。   
秩父高女には，三つの「校訓」が掲げられてい  
た。  
－，質素励精以テ温良，貞淑ノ徳ヲ修ムベシ   






ヘキコト   
ー・一，本校生徒クルモノハ師友ヲ敬変シ冨行こ表裏ナ  
キコト   
←・，本校生徒タルモノハ格物ヲ旨トシ自学ヲ尚フヘ  
キコト   
川一一，本校生徒タルモノハ健康二留意シ鍛錬ヲ落フヘ  



























































国語，公民，数学，地歴，園芸，修身，理札 手  














































たものであった。   
高女第7回生の入学当初，生徒数が定員に満た  
ず，先生が自転車で家々を巡り生徒を凝集してい  










ることもあったという56j。   
昭和12年3月に卒業した高女牡は，まさに戦時  
体制が強まる社会へと船出したのであった。  
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第5衷 秩父町立実科高等女学校・埼玉県立秩父高等女学校の卒業生の進路（大正9年～昭和13年）  
（a）秩父町立実科高等女学校   
進路   草葉年   大正9  大正10  大正11  大正12  大正13  人正14  ．人正15  昭和2  昭和3  昭和4  
吏こ学校二人  2  2   4   2   15   
リクルモノ  10．0  1l．4  1．9  4．0  5，9  3．3  3．6   
教員トナり夕  3  3  13  
ルモノ   30．0   川．3  ：i．1   
其他ノ職二就  3  
キクルモノ  （1．7  
其他ノ者  12   18  26  
6（）．0  94．7  
合 計   2（j   】9  
100．0  100．0  
9．0  31  50                               田 4．5              29    53  48  6し）  5亡）  ：i86        89．7  87．9          89．6  96．7  92．3           29  33  35  00  、，4  、）（  67  6貰  利闇        100．し）  1り0．し）  1（）（）．0  10（）．（）  100．0  10（．）．し）  1し）（）．（）  川り．（）  川（l．0   
（b）埼玉県立秩父高等女学校   
腰路   
卒業年  
一   
吏こ学校二人  8  2   4   15   61   76   
リクルモノ  18．2  3．8  7．2  18．6  11．2  25．4  22．9  13．4  8．7   
5   
ルモノ  1．7  4．2   
3  7   5   
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2）「明治7年熊谷県内小学生徒試験表」，埼玉新聞社   
（1979）：『秩父地方史必携 近代編』，埼玉新聞社，  
40ペーン。  





5）埼玉県教育委員会縮（1971）：『埼玉措を教軒史 4』，  
埼玉県政育委員会，216ページ。  











































Ⅵ おわりに  
以上，秩父高等女学校を通して1930年代を中心  












持っていたのかという点軋 女学校という場を相  
対化する上で重要な問題であり，今後の課題とし  
たい。  
付 記  
現地調査に際Lては，井上徳子さん，松本美智代   
さん，新井トヨ子さ人には聞き取りにご協力いただ   
いたほか，敦盛な史料を閲覧させていただき，たい   
へんお世話になりました。5 高田喜好先生には，聞き   
取り，史料の閲覧にご協力いただいたほか，多人の   
ご教示を賜りまLたし、秩父高等女学校昭和12年卒業   
生の皆様には，アンケートにご協力いただきました。   
以上，記して心より御礼申し上げます√）  











30）埼玉県教育委員会編（1972）：『埼玉県教育史 5』，  
埼玉県教育委員会，328ページ。  



















41）埼玉県立秩父高等女学校同窓会・学友会編（1936）   
：『ちゝぷ 4』，秩父高等女学校，235ページ。  
42）前掲32）。  
43）市川源三（1934）：女子の本質，埼玉県立秩父高等  
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